
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共生社会(インクルーシブ社会)の実現 
に貢献できる看護師・保健師の養成を目指します 

 
 

開設予定 
 

※設置構想中/設置計画は予定であり、変更となる場合があります 

お問い合わせ先 

植草学園大学 

植草学園大学 看護学部 設置準備室 

〒264-0007 

千葉市若葉区小倉町 1639番 3 

電話 043－239-2700（直通） 

e-mail n-junbi@uekusa.ac.jp 

 

キャンパス案内 

千葉医療センター内 椿森キャンパス(仮称)：千葉市中央区椿森 4 丁目 1-2 

看護学の専門的知識・技術を学ぶとともに、臨地実習の拠点となります。 

技術演習室など、看護学を学ぶための設備を整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉都市モノレール 千葉公園駅から徒歩約 6 分 

ＪＲ東千葉駅から徒歩約 9 分 

千葉内陸バス 千葉駅より「国立千葉医療センター」行き約 11 分 

 

 

小倉キャンパス：千葉市若葉区小倉町 1639 番 3 

キャンパス内にビオトープをもつ、緑豊かな広々とした環境です。 

基礎科目を学び、教養を深めます。IT 機器、図書資料が充実しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉都市モノレール 千城台北駅から徒歩約 10 分 

ちばフラワーバス 都賀駅より「植草学園大学」行き約 15 分 

千葉駅より都賀駅経由「植草学園大学」行き約 35 分 

地域の医療機関との連携 

独立行政法人国立病院機構 千葉医療センターとの包括連携協定をはじめ

とした、地域に密接した各施設との連携 

 

植草学園大学は、国立病院機構千葉医療センターと包括連携協定を結びま

す（予定）。これは、それぞれの機能・設備、人的資源の相互の有効活用

を図り、教育や研究で協力し合い、密接に連携して看護職を養成すること

をめざすものです。千葉医療センター敷地内にキャンパスを設置し、看護

専門科目の授業を行い、病院実習の拠点とします。 

また、多くの病院実習を、千葉医療センターをはじめとする国立病院機構

の千葉東病院、下志津病院、下総精神医療センターで実施し、最新の医

療・看護の実際を学び、確かな看護の知識・技術を修得します。 

さらに、訪問看護ステーションや保育施設、老人福祉施設など、千葉市

内・近隣市の地元を基盤とした多くの施設で実習を行い、生活背景を視野

に入れた看護実践を学修することができます。 

既設学部 

 

保健医療学部 リハビリテーション学科 

        理学療法学専攻 

        作業療法学専攻 
 

発達教育学部 発達支援教育学科 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定員・取得資格 

入学定員      80 名 

取得できる資格   看護師国家試験受験資格 

保健師国家試験受験資格 

※保健師は、学部内選抜による定員設定予定 

※保健師免許取得後に、養護教諭二種免許、第一種衛生管理者免許の申請が可能 

 

看護学部４年間の学び 

看護を実践する、とは、対象となる人に、何が問題なのかを知り（知識）、必要な情報を得て判断し（アセスメント・思考

力）、適切な方法で援助して問題解決すること（技術）を、受け容れられる適切な言動（態度）で行うことです。 

看護学部では、看護に必要な、知識、アセスメント・思考力、技術、態度、を４年間で学びます。 

 

看護の基礎を学び、専門職としての土台をつくります 

教養科目で、広い教養を身につけ、基礎学力を高めます。 

専門基礎科目で、人間の身体、人間・家族関係など、看護を学ぶ基盤となる科目を学びます。 

看護専門科目で、看護とは何か、看護の視点で人間を理解すること、基本的な看護技術（清潔、生活行動の援助

など）を学びます。 
 

看護の対象ごとにより専門的な内容を学びます 

教養科目での学びを続けます。 

専門基礎科目で、病気と治療、社会保障制度、医療情報など、看護に必要な知識を深めます。 

看護専門科目で、看護の対象（専門分野）ごとに、対象を理解し、必要な看護を知り、考えます。 

 

看護の方法を深く学び、臨地実習で実践します 

演習で看護技術を身につけ、対象者の情報を収集・分析して看護計画を立てるプロセスを学びます。 

様々な施設で看護を実践します。 

 

看護の学びを統合し、より広い看護について学びます 

これまでの学びから課題を見つけ出し、より深めます。全員が専門性の高い分野を選択して実施する統合実習

や、選択科目として災害看護、国際看護などがあります。卒業研究にも取り組みます。 

 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

育成する能力 

看護実践能力 

豊かな人間性と看護の専門的知識・技術を用いて根拠に基づき行動できるジェネラリストを育成します。 

 

 

倫理的実践能力 

あらゆる成長発達段階・健康状態、さまざまな環境下で生活する人々の立場に立ち、看護専門職としての倫理

的判断に基づき、人々の生命と人権を尊重した態度と行動のとれる人材を育成します。 

 

 

地域共生社会の実現に向けた貢献力 

人々の様々なヘルスケアニーズを理解し、地域のなかで必要とされるケアが持続的に実施できる体制づくりに

向けて、保健医療福祉等の専門職や、地域の多様な人々と連携・協働することのできる人材を育成します。 

 

 

科学的探究力・研究力 

人々のヘルスケアニーズの把握、ケア計画の立案、発展的なケア方法の提案、提供したケアの評価のそれぞれ

に対して、論理的な思考及び手順を用いて根拠を探究し、説明できる人材を育成します。 

 

 

自己教育力 

生涯にわたり看護専門職として成長し続けるための基礎となる、省察力、自己学習力を育成します。 

2 
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4 
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地域に密着、社会に貢献する看護 

必要とされる看護 これからを見据える看護 

専門職としての自覚と

モチベーションを 

もち続ける看護 

すべての年代、あらゆる健康

状態にある人を看護の対象と

して、多様な看護実践の場、

さまざまな人々を対象とする

看護について学びます 

「こんな看護師になりたい」 

「保健師になって、こんなことをしたい」 

そんなあなたの可能性を広げ たしかな未来を応援します！ 

植草学園大学 

看護学部 

2025 年 4 月 

開設予定 
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